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市財政収入の一部に寄与することを目的とし、裏表紙に広告を掲載しています。なお、掲載している広告内容については津市が保証しているものではありません。

　英語は「勉強」ではなく、気持ちを伝える「手段」の一つ。子どもたちが教科としての英語に抵抗を
感じてしまう前に、外国語を話すことは難しいことや特別なことじゃないよって教えてあげたい。そう
思っていた時、学校便りで英語ボランティアの募集があり応募しました。「いつかあんな風に英語を
話したいから、がんばろう！」というロールモデルになれたらうれしいです。

　何といっても音読です。文章の中には、大切な文法や単語が全て詰まっているので、覚えるくらい声に出して読んでみ
てください。その時、発音は気にしなくて大丈夫。世界中でさまざまな人が英語を話している今の時代、「正しい英語の発
音」なんてありません。さらに、相手に自分の思いを伝えたいという気持ちが、英語力を伸ばしてくれると思います。

Q3 英語が話せるようになるコツを教えて！

Q2 ボランティアを始めたきっかけは？

Q1 英語ボランティアって？

撮影：北立誠小学校

　北立誠小学校では、５人のボランティアが英語の授業のサポートや、休み時間に洋書絵本の読み聞かせなどを行って
います。授業では、ＡＬＴ(外国語指導助手)が何を話しているのかヒントを与えたり、読み書きの補助をしたりするのです
が、耳で聞いて、口に出すだけで英語を自分のものにしていく子どもたちの吸収力の高さには、いつも驚かされています。

十時  華子さん 

北立誠小学校
英語ボランティア

と と き 　 　 　 は な こ

高校時代のオーストラリア留
学で培った語学力を生かし、大
学卒業後は航空会社に就職。
グランドスタッフ、キャビンアテ
ンダントとして12年間勤務し、
現在、学校の英語ボランティア
として児童をサポートしている。


